
今号は、６月議会での小澤良一議員、岡本和枝議員の一般質問の報告です。

これまで裾野市は、「旧勤労青少年ホ

ーム」は、地震に耐えうる建築物ではな

く、解体して現地は更地にし図書館の駐

車場として利用していく、と市は説明を

してきました。しかし現在は、不登校児

童のための「ふれあい教室」としての利

用、裾野市市史編さんに要した資料や発

行された残冊子の保管場所、認知型筋力

向上トレーニングマシンの設置と、建物

を利用する状態が続いています。

非耐震建築物ならば地震の際に、この

建物を使用している市民に被災があって

はならないので、今後この建物をどうし

ていくのか聞きました。

答弁に立った副市長は、「耐震建築物

にするのに事業費がどのくらい掛かるの

か検討して見たい」と答弁をされました。

この付近の市民は、深良の生涯学習セ

ンターが建設されるに伴い旧勤労青少年

ホームが利用できなくなり深良まで通わ

なくてはならない不便を感じていまし

た。耐震のための費用計算がされ、耐震

補強をして使用する道が開ける事になる

ならば地域住民に歓迎され安心して使用

ができるようになります。しばらく市の

動きを見守りたいと思います。

（編集部の友人も、｢町の中の調理実習

が出来るところがなくなって不便｣、と

言っております。「健康文化都市裾野」

というキャッチフレーズと調理はまさに

ぴったりだと思います。調理は文化と健

康に直接関係ありますね。勤労青少年ホ

ームの写真をとネットで探しましたが、

市のホームページからも消えた勤労青少

年ホームでした。雨の中、写真を撮りに

行きました。編集部）
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党ができて９１年間、弱い者､困っている人の味方一直線の共産党。

困ったことは小沢、岡本のなんでも相談へ

小澤良一議員の一般質問
（質問）旧勤労青少年ホームは

今後どうするのか。

（答弁）耐震事業費を調査する



２０１３年(平成２５年)１０月分か

ら国の年金額が引き下げられます
（上図参照）

２０１２年（Ｈ２４年）１１月に成立

した法律により２０１３年１０月以降

（１２月支払い分以降）の年金の支払い

から３年間で段階的に引き下げがおこな

わ れ ま す 。

1. 裾野市市民税減免取扱要綱

の策定を
裾野市税条例、裾野市税条例施行規則

には具体的に市民税の減免について示し

ていますが、昨年失業した市民が市民税

の減免を求めたところ、そのような制度

はない、と窓口で断られたというケース

がありました。同時に申請した国民健康

保険税は減免されています。施行規則が

あるのに、なぜ減免できなかったのか。

市民税についても減免取扱要綱等を策定

する必要性について伺いました。

（市の答弁） 策定は考えていない。

(国民健康保険税ではＨ２１年に地方

税の特例として、倒産・解雇・雇い止め

などで離職した方の

保険税が軽減される

ようになりました。

雇用保険の離職理由

が｢特定受給資格者｣と｢特定理由離職者｣

が対象としています。昨年国保軽減対象

になった人は１７２人、市民税は７人。）

★引き続き取り組んでゆきます。

2. 駅西区画整理事業は区域の

縮小を。
(質問) 駅西区画整理事業で廃止の市営

駐車場について。駅周辺には時間貸しの

駐車場がなく、とても不便だとの声が出

ています。どのように考えられておられ

ますか？

（市の答弁） ｢地区縮小｣の考えはない。

市営駐車場の要望があれば検討する。

平成２５年１０月以降の年金額（月額）

国民年金 厚生年金 引き下げ率

年 月 老齢基礎年金１人 夫婦２人分の基礎年金を

含む標準的な年金額

Ｈ 25 年 4 月～ ６５，５４１円 ２３０，９４０円 －

Ｈ 25 年 10 月～ ６４，８７５円 ２２８，５９１円 ▲１％

Ｈ 26 年 4 月～ ６４，２００円 ２２６，１１６円 ▲１％

岡本かずえの

６月議会一般質問の報告

平成２５年１０月以降の年金額（月額）

平成１２年度から１４年度にかけて

年金水準が据え置かれたことに対する

引き下げ措置（トヨタ自動車企業年金

基金広報誌２０１３年夏号から）

(小澤良一記)



必要性、利用料金等、仮換地の中で検討

する。過去、事業計画作成時には要望が

なかった。

(質問) 見直し計画では不要移転は約６

０件とのこと。｢ノー減歩・ノー精算｣の

可能性を追求する考えはありますか。

税金の使い方を市民へ聞く必要があるの

ではありませんか。

(市の答弁） ｢ノー減歩・ノー精算｣は

考えられない。考えると不公平になる。

市全域の意見は、都市計画決定の時に

聞いた。市のホームページやまちづくり

ニュースで市民へ知らせている。

(質問) 駅西区画整

理事業を福祉のまち

づくりの観点から考

えてみるとどうか？

幅の広い歩道は本当

にバリアフリーか。

裾野駅西の歴史や地理学、水文学の具体

的検証を行っての計画図なのか。

また、複数案比較検討されたのか。

（答弁） 広い歩道はバリアフリーと考

える。「裾野駅西の歴史や地理学、水文

学検討」は実施前段階のＡ調査で検討し

た。複数案出す必要はなかったと考える。

3. 放課後児童室条例化と地方

版｢子ども・子育て会議｣の設置を
昨年８月に国会で「子ども･子育て支

援関連３法が成立。これら３法案の趣旨

は、｢幼児期の学校教育、保育、地域の

子ども子育て支援を総合的に推進するも

の｣とし、新たに必要となる財源は消費

税率の値上げで確保するとしています。

政府は２０１５年４月から子育て支援

法を本格的に実施する考えです。しかし、

子育て支援法は、実際の所、公的保育制

度を後退させ、保育サービス業化を進め

るもので、｢これから保育園や幼稚園は

どうなってしまうの？｣と不安がつきま

といます。

そこで大事なのが市町村の役割です。

地域全体で子そだて支援をどうしていく

のか、当事者、関係者はもちろん、多く

の市民参加で議論すべき課題です。

そのため、一般質問では、地方版｢子

ども・子育て会議｣の設置を求めました。

大橋市長は、

『重要なものであり、９月議会で設置条

例を提案する』と答弁しました。

（※支援法では｢市町村は審議会、その他の

合議制の機関をおくよう努めるものとする｣

と設置は努力義務になっている）

皆さんは議会の傍聴に行ったことがあ

りますか？ 私は今回２回目の傍聴に行

って来ました。１回目は３月議会の時。

傍聴の手続きや議場の入口さえ分からず

ドキドキしながら議会の雰囲気を味わっ

てきました。

そして２回目。

岡本和枝議員の一般質問。一番の興味は

廃止されてしまった駅前駐車場。裾野へ

越してきてこれからは大いに御殿場線を

利用しようと思っていましたが、あるの

が当然と思っていた駐車場がなくなって

しまい車で駅に行くしかない者にとって

は一大事。

市からの答弁では「商店街には駐車場

があり、仮換地決定の際、関係部署から

議会傍聴記



要望が上がっていなかったので。これか

ら換地場所について検討」というような

ものだったと思いますが、駐車料金をき

ちんと払って利用していた人が少なから

ずいたわけで、必要だと思わなかったの

でしょうか？ 今すぐ対処して欲しい問

題なのになぁ。

もう一つは、区画整理の

見直しがされたけれどもそ

の内容が、２０年間毎年６

億５千万円を使って（最後

の３年間は１０億とも聞き

ましたが）行うというもの。

「地権者だけでなく、広く市民に問う

べきでは？」の岡本議員の質問に対し、

「広報やホームページで公表してありま

す」とのこと。多額の税金を使うのに、

それだけ？

今回議会を傍聴して感じたことは、私

たちは市政に対してもっと関心を持たな

くてはいけないということ。市の発信す

る情報をきちんと読み、議会を傍聴し、

おかしいと思うことには意見を言ってい

く姿勢が大切。何も言わないのは賛成し

たのと同じなのですから。

議員さんは私たちの声の代弁者です

が、私たちも直接声を上げないと、少数

意見としかとらえられないということが

わかりました。 （南堀・岩井良枝）

安倍首相は 4 月 23 日の参院予算委員

会で「侵略の定義は定まっていない」と

答弁した。ポツダム宣言受諾を覆す歴史

的大暴言である。これに対し、米国家安

全保障会議アジア上級部長を務めたジェ

フリー・ベーダー氏が「米国はこれを黙

認しないだろう」と警告。ベーダー氏は、

靖国参拝や橋下慰安婦発言と「侵略の定

義は定まっていない」発言に対し、「米

国政府は歴史的に靖国問題には慎重に対

応してきたが、日本政府が今後も無責任

な対応を続けるのなら、さらに意見を述

べざるを得なくなる」と指摘した。

私は、ベーダ－氏の発言は米政府の肩

代わりだとみている。ホワイトハウスの

直接の発言となればそれは最後通告であ

る。角が立たないように外交上の手管を

用いたとみている。同時期、国連の慰安

婦に対する日本政府への決議も出た。

しかしながら自民党安倍内閣はこれら

を無視し続けている。

そして８時間の米中会談。安倍＝オバ

マの会談は２時間半だった。安倍は慌て

て３０分の電話会談。しかしＧ８での会

談は断られてしまった。これに対し日本

政府は｢形式的な会談は行う必要がない｣

と発表。形式的な会談でも喜んでやって

きた日本政府がよく言う。

ホワイトハウスは安倍にシグナルを送

り続けていますが、外交音痴の安倍首相、

安倍内閣は全く頓着していない。日本の

マスコミはこの状況に対し安倍首相と同

一歩調。国際政治の動きと日本の中での

報道のギャップ。第２次世界大戦前と同

じ風潮に見えるのは私だけだろうか。

同じ頃、日本の人道人権大使が国連で

｢シャラップ！｣と発言。議場は凍り付き

議長が取りなしたという。

私には、安倍首相が無事平穏に参院選

を迎えるとは思えない。 (友)

国益を損なった安倍首相の

｢侵略の定義はない｣発言と外

交情勢の危機自覚のない内閣


